
 
 

 

２学期終業式 校長式辞「変化に対応する力」        令和３年12月23日(木) 

 今日で 85 日の２学期が終わります。２学期は、「緊急事態宣言」が出されている中での

緊張感あるスタートでした。始業式では、「 Share Your Light あなたはきっと誰かの光

だ 」の話をしました。あなたは、誰かの希望や支えとなっている光。あなたの周りにはあ

なたを応援してくれる素敵な光を持った仲間がいるので、一緒に、磨き合い、高め合い、

支え合っていこうと話しました。 

さて、今年も師走の風物詩である「今年の新語・流行語大賞」と「今年の漢字」が発表

されました。今年の新語・流行語大賞は、『リアル二刀流／ショータイム』でした。ホーム

ラン 46 本、投手としては 9勝と投打ともにトップクラスの成績を残した大谷翔平選手の活

躍は、コロナ禍で暗く落ち込んだ日本に、明るい話題を提供し続けてくれました。まさに

「私たちみんなの光」ですね。 

そして、日本漢字能力検定協会の今年の漢字は、コロナ禍で開催された東京オリンピッ

ク・パラリンピックなどにちなんだ、『金』でした。我慢することが多い１年でしたが、明

るいイメージの晴れ晴れする漢字が選ばれてよかったと思います。 

そこで、皆さんに、「学校」にスポットを当てた「今年の漢字」を考えてもらいたいと思

います。皆さんは、何を思い浮かべましたか。私の頭にすぐに浮かんだのは、「変」です。 

令和３年度は、小学校 1 年生からの学校生活と、大きく「変化」した年です。コロナに

よる変化はありますが、もっと、大きな変化がありました。それは、一人に一台「タブレ

ット」が導入されたこと、「ＧＩＧＡスクール構想」の実現です。これによって、学校が大

きく変わりました。 

タブレット導入された４月。どうやって使っていくのか、実際に使えるのか、と不安が

ありましたが、生徒の皆さんも先生方も頑張りました。 

まず、授業の方法が大きく変わりました。検索サイトを活用して、様々な情報にアクセ

スし、情報を収集したり整理したりすることが、一人に１台タブレットがあることにより

容易になりました。 プレゼンソフトを利用して、一人一人が考えをまとめて発表し、互い

の考えを共有しながら学び合えるようになりました。理科の観察や実験を動画で記録して

科学的に分析したり、美術の作品を画像で記録したり、音楽の授業で曲を作ったりもしま

した。 

また、学校で行われていた授業が、自宅でも受けられるようになりました。目の前にい

ない先生や友達と画面を通してつながることができたときは、感動しました。家で学習し

た宿題やレポートを、ロイロノートを使って、先生に提出できるようにもなりました。い

ろいろなアンケートも、タブレットを使って答えるようになりました。生徒会レクレーシ

ョンの「じゃんけん大会」にも、タブレットが活用されました。 

まだまだ、変化はありますが、生徒の皆さんがあっという間にタブレットに慣れ、活用

能力はみるみるうちに進歩していくので、指導する先生方も必死で勉強していました。 

この状況を、５年前の皆さんは予想していましたか。私には思いもよらなかった状況で

す。きっと、これからの学校は、もっと変わります。進化します。それと同じように、こ

れからの世の中も、大きく変わっていくことでしょう。10 年後の世の中がどうなっている

のかと思うと、想像は無限に広がります。私たちは、その変化に対応していかなければい

けません。そして、『 変化に対応する力 』を付けていかなければいけません。 

では、変化に対応するために必要な力とは、何だと思いますか。学力はもちろん必要で

す。それに加えて、好奇心・主体性・柔軟性・簡単にあきらめない粘り強さ・わからない

ことを教えてもらう謙虚さ・コミュニケーション能力・思いやり、そして、「物事を楽しむ

真
理 

友
愛 

挑
戦 

磐田市立豊岡中学校 

第９号 



心」を持つこと、まだまだあります。これらの幅広い「生きる力」を高めるために、今で

きるいろいろなことに、失敗を恐れずにチャレンジすることが大切なのだと思います。豊

岡中に失敗はありません。 

2022 年が、皆さんにとって輝かしい、大きく羽ばたく１年となることを願っています。

それでは、事故や病気には気を付けて有意義な休みを過ごし、１月６日に笑顔で会いまし

ょう。 

 

磐周地区席書コンクール 

 特選 伊藤 優姫乃 白濱 陽希  大井 はなり 渥美 梨子  髙岡 莉央 
    藤見 稟   青木 諒駕  森川 樹 
 入選 大城 文   大空 咲希  鶴田 琉莉  尾崎 翔啓  大須賀 咲那 
    藤見 碧   野呂 柚子香 鈴木 志依  鈴木 綺明来 村田 真優 
    松井 竜生  中島 季良  佐口 愛果  鈴木 愛梨  鈴木 瑚々 
    名倉 実来  石川 藍美  大城 和呼  鈴木 美結  伊藤 千晴 
    大城 浩暉 
英語検定 
 ３級 伊藤 千晴  鈴木 琉加  乗松 尚志  藤見 稟   越後 百絵 
    杉山 健友  村松 友希  秋山 祥子  小木 晴和  鈴木 瑚々 
    村松 俊輔 
 ４級 山田 彩未  阿部 詩音 
浜松人権擁護委員協議会人権作文コンテスト 銀賞 村松 咲季  銅賞 大石 真太朗 
小・中学生動物愛護絵画・作文コンクール絵画部門 入選 勝山 宙空 
磐周地区ソフトテニス１年生大会 
 団体戦優勝 内山 歩陸  姥 亘    加藤 碧   鈴木 泰地  鈴木 琢斗 
       緩鹿 璃空  佐野 樹   深田 海聖 
磐周地区ひよこ杯剣道大会 
 男子の部個人戦 第１位 中谷 円   第２位 藤見 翼 
 女子の部個人戦 第３位 池ケ谷 千菜子 
 
 
 12 月 13 日(月)
から１週間、広
島・長崎被爆写真
パネルを展示しま
した。毎年、磐田
市からお借りして
いるものです。  
 原爆被害の実態
について理解が深
まると共に、毎日
の生活を送ること
に感謝の気持ちを持つ機会となりました。         【生徒の感想】 
 
 

 引き続き、日常の感染対策の徹底をお願いします。冬休み中に感染者、濃厚接触者とな

った場合、本校へ御連絡ください。生徒や御家族がＰＣＲ検査を受けることになった場合

も同様です。ただし、週休日と年末年始閉庁日には職員は不在となります。連絡事項が生

じた場合、12 月 25、26 日の場合は 27 日、12 月 29 日から 1月 3日の場合は 1月 4日に本

校へ御連絡願います。 
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ＨＰでは省略させていただきます 

 

  
 

  
 


